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沖
縄
県
八
重
山
地
方
に
お
け
る
〈
低
い
島
〉
の
稲
作
文
化

　
― 
波
照
間
島
の
天
水
田
に
お
け
る
在
来
イ
ネ
の
栽
培
技
術 

―

古
谷
野
　
洋
　
子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
沖
縄
県
八
重
山
地
方
に
お
け
る
〈
低
い
島
〉
の
稲
作
文
化
に
つ
い
て
、
波
照
間
島
の
事
例
か
ら
述
べ
る
も

の
で
あ
る
。

日
本
最
南
端
で
あ
る
同
地
方
は
一
〇
の
有
人
島
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
そ
の
地
質
構
造
と
形
状
か
ら
、

〈
高
い
島
〉
と
〈
低
い
島
〉
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
が
石
垣
島
、
西
表
島
、
小
浜
島
、
与
那
国
島
で
あ
り
、
後
者
が
竹

富
島
、
黒
島
、
新
城
上
地
島
、
新
城
下
地
島
、
鳩
間
島
、
波
照
間
島
で
あ
る
。〈
高
い
島
〉
と
は
山
も
川
も
あ
る
島
で

あ
り
、
稲
作
に
適
す
る
。〈
低
い
島
〉
と
は
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
石
灰
岩
の
扁
平
な
島
で
あ
る
。
石

灰
岩
の
透
水
性
は
高
く
、
降
水
は
急
速
に
地
下
に
浸
透
す
る
た
め
地
表
水
に
乏
し
く
、
稲
作
に
は
適
さ
な
い（

（
（

。
多
く
の
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〈
低
い
島
〉
の
人
々
は
〈
高
い
島
〉
で
あ
る
西
表
島
に
水
田
を
持
ち
、
通
っ
て
コ
メ
を
作
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
農

業
を
本
稿
で
は
〈
通
耕
作
〉
と
記
す（

（
（

。

波
照
間
島
は
、
八
重
山
地
方
の
〈
低
い
島
〉
の
中
で
唯
一
、
島
内
で
稲
作
を
行
っ
て
い
た
島
で
あ
る
。〈
低
い
島
〉

で
は
あ
る
が
、〈
通
耕
作
〉
は
行
わ
れ
ず
、
島
内
で
完
結
し
た
農
業
を
行
っ
て
い
た（

（
（

。
同
島
で
は
、
ア
ワ
、
ム
ギ
、
イ

モ
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
な
ど
の
栽
培
と
共
に
、
天
水
田
で
コ
メ
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
降
雨
を
水
田
に
溜
め
、
そ
の

水
を
保
持
し
て
行
う
イ
ネ
の
栽
培
方
法
で
あ
る
。

波
照
間
島
の
農
業
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
は
一
五
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
り
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』（『
李
朝
実
録

抄
』）
に
は（

（
（

、
波
照
間
島
で
は
キ
ビ
、
ア
ワ
、
ム
ギ
は
あ
る
が
水
田
は
な
く
、
稲
米
は
所
乃
島
（
西
表
島
＝
筆
者
）
よ

り
貿
易
す
る
と
あ
る
〔
嘉
手
納
解
題
・
校
訂　

一
九
八
一　

五
八
六
〕。
同
島
で
い
つ
頃
か
ら
稲
作
が
始
ま
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
の
「
琉
球
國
郷
帳
」
に
よ
る
と
、
田
高
約
三
七
石
と
あ
る
〔
国
書
刊
行

会
編　

一
九
七
八　

三
二
〇
〕。
琉
球
国
時
代
の
宮
古
・
八
重
山
地
方
に
は
人
頭
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
同
島
の
稲

作
は
上
納
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
沖
縄
県
と
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
地
方
は
琉
球
国
時
代
の
制
度
を
踏

襲
す
る
旧
慣
温
存
政
策
の
下
に
置
か
れ
て
い
た（

（
（

。
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
の
『
沖
縄
県
八
重
山
嶋
統
計
一
覧
略

表
：
沖
縄
県
八
重
山
嶋
役
所
調
査
』
に
よ
る
と（

（
（

、
同
島
の
コ
メ
の
収
穫
は
四
二
〇
石
で
あ
り
、
寛
文
八
年
の
収
穫
の
十

倍
以
上
で
あ
る
。
田
は
約
六
〇
町
歩
で
あ
り
、
田
面
積
は
〈
低
い
島
〉
の
中
で
は
一
番
多
い（

（
（

。

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県
の
地
租
改
正
に
よ
っ
て
、
人
頭
税
は
廃
止
さ
れ
金
納
と
な
っ
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た
。
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
の
「
琉
球
新
報
」
の
記
事
「
波
照
間
事
情
」
に
は
、「
田
は
非
常
に
多
く
反
別
かマ

マ

畑
よ
り
も
多
い
。
故
に
米
は
第
一
の
産
物
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
灌
漑
水
の
な
い
為
降
雨
な
き
時
は
殆
ど
収
穫
皆
無
と
云

ふ
状
況
を
呈
せ
る
。
其
の
代
り
降
雨
が
あ
る
時
は
米
は
非
常
に
出
来
る
」
と
あ
る
〔
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
町
史
編
集

室　

一
九
九
四　

四
〇
一
〕。
誇
張
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
稲
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
大
正

十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
波
照
間
島
の
地
図
で
は
、
島
の
西
部
と
中
央
部
に
広
い
水
田
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
が

み
ら
れ
る
〔
古
谷
野　

二
〇
二
一　

七
七
〕。

同
島
に
お
い
て
稲
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
天
水
田
に
適
し
た
栽
培
技
術
が
存
在
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
従
来
の
天
水
田
の
栽
培
技
術
と
し
て
は
、
一
頭
か
ら
複
数
頭
の
牛
馬
（
主
に
牛
）
に
田
を
踏
み
固
め
さ
せ
、

田
の
水
の
漏
洩
を
防
止
す
る
と
い
う
踏
耕
（
田
踏
み
、
床
締
め
、
代
掻
き
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
。
諸
記
録
に
見
る
話
者
、
ま
た
筆
者
が
波
照
間
島
で
お
話
を
お
聞
き
し
た
話
者
た
ち
も
、
複
数
回
の
踏

耕
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
語
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
イ
ネ
の
品
種
と
そ
の
栽
培
方
法
か
ら
、
天
水
田
の
栽
培

技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
。

沖
縄
県
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
イ
ネ
は
、
在
来
イ
ネ
と
「
蓬
萊
米
」
に
分
け
ら
れ
る
が（

（
（

、
本
稿
で
は
長
い
年
月
栽
培
さ

れ
て
き
た
在
来
イ
ネ
に
焦
点
を
あ
て
る
。
在
来
イ
ネ
の
名
称
は
コ
メ
の
名
称
と
同
じ
で
あ
り
、
末
尾
に
コ
メ
を
意
味
す

る
マ
イ
、
あ
る
い
は
メ
ー
が
付
く
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
同
一
種
で
あ
っ
て
も
、
報
告
者
に
よ
っ
て
名
称
が
多
少
異
な

る
。
引
用
の
場
合
は
報
告
者
の
表
記
に
従
っ
た
。
な
お
、
本
文
に
お
い
て
一
部
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
た
。
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年
号
表
記
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
、
元
号
表
記
を
先
に
（　

）
内
に
西
暦
を
記
し
た
。

一
　
八
重
山
地
方
、
お
よ
び
波
照
間
島
の
稲
作
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
と
本
稿
の
目
的

（
一
）
八
重
山
地
方
、
お
よ
び
波
照
間
島
の
稲
作
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究

八
重
山
地
方
の
稲
作
に
関
す
る
主
な
論
著
と
し
て
は
、
安
渓
遊
地
編
著
『
西
表
島
の
農
耕
文
化
―
海
上
の
道
の
発
見

―
』、
渡
部
忠
世
・
生
田
滋
編
『
南
島
の
稲
作
文
化
―
与
那
国
島
を
中
心
に
―
』、
石
垣
稔
『
八
重
山
在
来
米
栽
培
体
験

記
』（
主
に
石
垣
島
の
稲
作
を
扱
っ
て
い
る
）
が
あ
る
。
西
表
島
も
与
那
国
島
も
石
垣
島
も
、
稲
作
に
適
し
た
〈
高
い

島
〉
で
あ
る（

（
（

。
八
重
山
地
方
の
〈
低
い
島
〉
に
お
け
る
稲
作
文
化
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
波
照
間
島
を
除
い
た
〈
低
い
島
〉
の
人
々
は
、
西
表
島
に
通
っ
て
コ
メ
を
作
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。波

照
間
島
の
稲
作
に
つ
い
て
の
論
考
と
し
て
は
中
鉢
良
護
「〈
波
照
間
の
稲
作
〉
覚
え
書
き
」
が
あ
り
、
同
論
考
に

は
、
波
照
間
島
の
稲
作
の
始
ま
り
、
水
田
の
分
布
、
上
納
田
「
カ
ネ
ー
ズ
」
の
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
、
イ
ネ
の
在
来

品
種
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

波
照
間
島
の
稲
作
に
言
及
し
た
論
考
と
し
て
は
、
加
屋
本
正
一
「
波
照
間
島
の
農
耕
と
儀
礼
」、
盛
口
満
「
波
照
間

島
・
天
水
田
と
畑
」、
拙
稿
「
波
照
間
島
の
農
耕
文
化
―
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
農
業
を
中
心
に
―
」、
大
泊
孝
「
第
八

章
第
一
節　

農
業
と
製
糖
業
」（『
竹
富
町
史　

第
七
巻　

波
照
間
島
』）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
加
屋
本
は
、
イ
ネ
の
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農
暦
は
他
の
農
作
物
よ
り
も
一
層
不
確
実
で
、
全
く
気
象
の
如
何
に
依
存
し
て
い
る
と
述
べ
、
天
水
田
の
不
安
定
な
収

穫
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
〔
加
屋
本　

一
九
七
六　

四
六
～
四
七
〕。
盛
口
は
、
同
島
出
身
の
故
島
村
修
（
大
正

十
五
（
一
九
二
六
）
年
生
ま
れ
）
か
ら
の
聞
書
き
を
報
告
し
て
い
る
。
島
村
は
、
牛
を
繋
い
で
田
を
歩
か
せ
田
の
床
締

め
を
す
る
踏
耕
に
つ
い
て
述
べ
、
天
水
田
の
収
穫
は
不
安
定
で
は
あ
っ
た
が
、
実
る
と
き
は
み
ご
と
に
実
っ
た
と
い
う

〔
盛
口　

二
〇
一
〇　

四
五
〕。
大
泊
に
よ
る
と
、
十
月
に
田
起
こ
し
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
代
掻
き
が
行
わ
れ
た
と

い
う
〔
大
泊　

二
〇
一
八　

六
一
九
〕、
代
掻
き
は
三
回
行
わ
れ
、
二
回
目
に
は
牛
に
大
き
な
石
を
引
か
せ
て
田
を
歩

か
せ
た
と
い
う
〔
大
泊　

二
〇
一
八　

五
九
一
～
五
九
二
〕。
こ
れ
ら
の
論
考
の
ほ
と
ん
ど
は
同
島
の
稲
作
は
踏
耕
に

た
よ
る
天
水
田
で
あ
り（

（1
（

、
収
穫
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
、
踏
耕
と
い
う
耕
作
方
法
だ
け
が
、
天
水
田
の
栽
培
技
術
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
拙
稿
（
二
〇
一
〇
）
で

も
同
島
の
踏
耕
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
年
の
雨
の
降
る
時
期
や
雨
量
に
よ
っ
て
イ
ネ
の
種
類
を
変
え

て
い
た
こ
と
、
早
生
の
ボ
ー
ザ
メ
ー
が
天
候
次
第
と
い
う
リ
ス
ク
の
多
い
農
業
で
は
保
険
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
二
～
一
八
三
〕。
イ
ネ
の
特
徴
を
利
用
し
た
栽
培
方
法
も

天
水
田
の
栽
培
技
術
の
一
環
と
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
充
分
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
拙
稿
「
八
重
山
に
お
け
る
〈
低
い
島
〉
の
土
地
利
用
と
畑
の
民
俗
名
称
―
〈
通
耕
作
〉
を
行
わ
な
か
っ
た
波

照
間
島
の
事
例
か
ら
―
」
で
は
、
土
地
利
用
と
い
う
視
点
か
ら
同
島
の
天
水
田
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
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（
二
）
本
稿
の
目
的

八
重
山
地
方
の
稲
作
研
究
は
稲
作
に
適
す
る
〈
高
い
島
〉
を
扱
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に

は
〈
低
い
島
〉
に
お
い
て
も
稲
作
は
行
わ
れ
て
い
た
。〈
低
い
島
〉
に
お
け
る
稲
作
文
化
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
も
、

同
地
方
の
農
耕
文
化
を
考
え
る
上
で
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

波
照
間
島
は
八
重
山
地
方
の
〈
低
い
島
〉
の
中
で
、
唯
一
、
島
内
で
稲
作
を
行
っ
て
い
た
島
で
あ
る
。
同
島
の
稲
作

は
、
水
が
な
い
た
め
降
雨
に
た
よ
る
天
水
田
に
よ
る
稲
作
で
あ
っ
た
。
天
水
田
の
栽
培
技
術
と
し
て
は
主
に
踏
耕
が
挙

げ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
イ
ネ
の
性
質
を
利
用
し
た
天
水
田
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
。

扱
う
時
代
と
し
て
は
主
に
資
料
の
残
る
明
治
後
期
か
ら
、
同
島
で
在
来
イ
ネ
が
消
滅
す
る
昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代
に

か
け
て
で
あ
る
。

二
　
波
照
間
島
の
農
業
の
概
要
と
イ
ネ
の
栽
培
方
法

（
一
）
波
照
間
島
の
農
業
の
概
要
　

波
照
間
島
は
、
八
重
山
地
方
最
南
端
（
日
本
最
南
端
で
も
あ
る
）
に
位
置
し
、
面
積
約
一
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

最
高
標
高
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
に
長
い
楕
円
形
の
離
島
で
あ
る
。
同
島
の
農
業
の
特
徴
と
し
て
は
、
亜
熱
帯
の

〈
低
い
島
〉
と
い
う
地
理
的
特
徴
以
外
に
も
、
他
の
島
々
か
ら
遠
く
離
れ
た
離
島
で
あ
る
と
い
う
辺
境
性
が
挙
げ
ら
れ

る
。
辺
境
に
位
置
す
る
孤
島
ゆ
え
に
、
飢
饉
に
対
す
る
備
え
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
琉
球
国
時
代
に
は
、
波
照
間
島
で
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は
凶
作
に
備
え
て
オ
オ
ム
ギ
・
タ
カ
キ
ビ
を
作
り
共
同
で
蓄
え
る
こ
と
、
毎
年
ソ
テ
ツ
を
植
え
る
こ
と
と
い
う
布
達
が

出
て
い
る
〔
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室　

一
九
九
二　

五
八
・
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室　

一
九
九
三　

二
三
〕。

穀
物
の
貯
蔵
庫
で
あ
っ
た
フ
ッ
フ
ァ
（
高
倉
）
は
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
各
集
落
の
周
辺
に
あ
り
（
写
真
（
参
照
）、

コ
メ
・
ム
ギ
・
ア
ワ
な
ど
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
、
波
照
間
島
を
訪
れ
た
金
関

丈
夫
は
、「
波
照
間
の
高
倉
は
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
の
田
畑
が
天
水
に
頼
っ
て
い
た
の
で
、「
わ
ず
か
の

干
天
で
た
ち
ま
ち
収
穫
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
穀
物
は
こ
の
島
で
は
一
年
分
で
な

く
て
、
常
に
三
年
を
見
越
し
て
貯
蔵
さ
れ
る
」
か
ら
だ
と
い
う
。
穂
を
つ
け

た
ま
ま
だ
と
三
年
は
貯
蔵
で
き
る
と
い
う
〔
金
関　

一
九
七
八　

一
九
〕。

ま
た
、
畑
の
周
囲
に
は
ソ
テ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
後
の
食
糧
難
の
時
代
に
は
ソ
テ
ツ
を
食
べ
て
生
き
延
び
た
と
人
々
は
語

る
。現

在
、
同
島
の
人
口
は
過
疎
化
が
進
み
約
五
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
一
八
世

紀
に
は
約
一
五
〇
〇
人
以
上
の
人
々
を
、
他
の
島
々
に
集
団
移
住
さ
せ
て
い

る
。
同
島
に
は
多
く
の
人
口
増
加
を
促
し
た
高
度
な
土
地
利
用
や
栽
培
技
術

が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
古
谷
野　

二
〇
二
一　

七
四
～

七
五
〕。
以
下
、
同
島
の
農
業
に
つ
い
て
拙
稿
（
二
〇
二
一
）
か
ら
述
べ
る
。
写真1：波照間島の高倉と天水田（1954年）
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同
島
で
は
、
島
の
東
西
、
高
度
、
土
壌
な
ど
に
よ
っ
て
耕
地
を
使
い
分
け
て
い
た
。
土
壌
の
関
係
で
、「
西
の
稲
作
、

東
の
畑
作
」
と
い
わ
れ
た
。
島
の
西
部
に
は
良
い
田
が
あ
り
、
東
部
は
畑
作
に
適
し
た
と
い
う
。
実
際
は
、
島
の
中
央

部
に
も
田
が
広
が
っ
て
い
た
が
、「
島
の
西
側
は
い
い
田
ん
ぼ
」
と
い
わ
れ
た
。
田
を
除
い
た
島
の
大
部
分
が
切
替
畑

（
焼
畑
地
）
で
あ
り
、
島
の
東
側
に
は
開
墾
用
の
広
大
な
原
野
を
有
し
、
砂
地
の
海
岸
付
近
は
夏
イ
モ
畑
と
し
て
利
用

さ
れ
た
〔
古
谷
野　

二
〇
二
一　

七
五
～
八
一
〕。

沖
縄
県
の
か
つ
て
の
農
業
は
、
冬
に
播
種
し
、
台
風
の
来
る
夏
前
に
刈
り
取
っ
た
。
波
照
間
島
で
は
十
月
～
十
一
月

頃
に
田
畑
の
整
地
を
行
い
、
ま
ず
ム
ギ
を
蒔
き
、
そ
の
あ
と
ア
ワ
と
イ
ネ
を
蒔
い
た
。
雨
量
の
少
な
い
年
は
ア
ワ
作
り

に
重
点
を
置
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
農
耕
の
基
本
は
あ
く
ま
で
も
畑
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
古
谷
野　

二
〇
二
一　

八
二
～
八
三
〕。
畑
作
の
慣
行
栽
培
技
術
と
し
て
は
、
焼
畑
、
耕
地
環
境
の
利
用
と
活
用
、
集
約
的
作
付

け
栽
培
体
系
（
輪
作
・
間
作
・
混
作
）、
ア
ワ
の
多
種
栽
培
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
畑
作
が
基
本
と
考
え
ら
れ

て
も
、
稲
作
は
定
着
し
、
し
か
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
島
の
最
も
大
き
な
現
金
収
入
源
は
カ
ツ
オ
漁
で
あ
り（

（（
（

、
各
集
落
で
船
と
カ
ツ

オ
節
工
場
を
持
っ
て
い
た
。
主
食
は
イ
モ
と
ア
ワ
と
コ
メ
で
あ
り
、
コ
メ
は
自
給
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
豊
作
の
年
に
は
販
売
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
島
村
修
に
よ
る
と
、
豊
作
が
続
い
た
お
か
げ
で
、
自
分
た
ち
兄

弟
二
人
は
石
垣
島
の
中
等
学
校
を
卒
業
で
き
た
と
い
う
〔
盛
口　

二
〇
一
〇　

四
五
〕。
コ
メ
を
売
っ
て
得
た
現
金
収

入
を
そ
の
費
用
に
あ
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
田
の
少
な
い
家
で
は
、
コ
メ
は
ハ
レ
の
日
に
食
べ
る
だ
け
で
あ
り
、
日
頃
は
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イ
モ
や
ア
ワ
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
。
自
給
で
き
る
ほ
ど
の
コ
メ
が
作
れ
な
か
っ
た
の
か
、
作
っ
た
コ
メ
を
売
っ
て
い

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
前
掲
の
新
聞
記
事
に
あ
る
よ
う
な
「
米
は
第
一
の
産
物
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

単
な
る
自
給
の
た
め
で
も
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
波
照
間
島
の
イ
ネ
の
栽
培
方
法

波
照
間
島
で
は
ど
の
よ
う
に
イ
ネ
を
栽
培
し
て
い
た
の
か
。
同
島
の
農
耕
暦
は
台
風
と
降
水
量
と
降
雨
の
時
期
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
た
（
表
（
参
照
）。
以
下
、
故
勝
連
文
雄
氏
（
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
生
ま
れ
）
に
お
聞
き

し
た
稲
作
の
手
順
で
あ
る
。

同
島
で
は
、
十
月
～
十
一
月
に
降
る
「
カ
ン
ロ
（
寒
露
か
）
の
雨
」
で
田
に
水
を
溜
め
、
牛
馬
に
田
を
踏
ま
せ
て
、

田
の
底
を
甕
の
底
の
よ
う
に
つ
る
つ
る
に
し
て
水
の
漏
ら
な
い
田
に
し
た
。
苗
代
期
間
は
四
十
～
四
十
五
日
だ
っ
た
。

雨
量
の
多
い
時
は
正
月
前
に
は
田
植
え
を
し
た
と
い
う
。
イ
ネ
は
晩
生
か
ら
早
生
の
順
に
作
っ
て
い
っ
た
が
、
三
月
に

ク
ロ
キ
（
琉
球
黒
檀
）
の
若
芽
が
出
る
と
、
も
う
播
種
は
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ネ
の
登
熟
期
が
台
風
の
時
期
に
あ
た
る

か
ら
で
あ
る
。

雨
が
順
調
な
ら
ば
、
田
植
え
後
は
あ
ま
り
手
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
刈
り
入
れ
は
台
風
が
来
る
前
、
五
月

～
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
（
し
か
し
、
梅
雨
の
間
の
刈
り
入
れ
は
イ
ネ
が
干
せ
な
い
の
で
避
け
ら
れ
た
と
い
う
）。

長
い
稲
作
期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
二
～
一
八
五
〕。
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三
　�

八
重
山
地
方
、
お
よ
び
波
照
間
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

在
来
イ
ネ

（
一
）
八
重
山
地
方
に
お
け
る
在
来
イ
ネ
と
そ
の
種
類

沖
縄
県
で
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
「
蓬
萊
米
」

が
導
入
さ
れ
た
。「
蓬
萊
米
」
の
中
で
も
台
中
六
五
号
が
普
及
す

る
と
、
在
来
イ
ネ
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
。
石
垣
に
よ
る
と
、

台
中
六
五
号
は
在
来
イ
ネ
の
二
～
三
倍
の
反
収
が
あ
っ
た
と
い

う
〔
石
垣　

一
九
九
二　

五
八
〕。
石
垣
島
に
お
け
る
台
中
六
五

号
の
導
入
は
昭
和
初
期
で
あ
る
が
〔
石
垣　

一
九
九
二　

五
八
〕、
後
述
す
る
が
、
波
照
間
島
で
は
か
な
り
遅
い
よ
う
で
あ

る
。沖

縄
県
立
農
事
試
験
場
が
在
来
品
種
の
調
査
に
着
手
し
た
の

は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
か
ら
で
あ
り（

（1
（

、
八
重
山
郡
で
六
種
、

宮
古
郡
で
二
種（

（1
（

、
沖
縄
本
島
の
島
尻
郡
で
六
種
、
中
頭
郡
で
六

種
、
国
頭
郡
で
二
種
の
在
来
水
稲
品
種
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

八
重
山
郡
の
在
来
水
稲
品
種
は
、
ア
カ
ブ
ジ
ャ
ク
マ
イ
、
フ
ー

表1　波照間島の月別平均気温・月別平均降水量・主な稲作作業
（月 （月 （月 （月 （月 （月 （月 （月 （月 （0月 （（月 （（月

平均
気温

（℃）
（（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （0

平均
降

水量
（㎜）

（（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （（（ （0（

特記
事項 梅雨 台 風 の 季 節 カンロの雨

主な
稲作
作業

田植・草取り・稲刈り
（晩生～極早生の順） なし 田起こし・代掻

き・播種・育苗

＊「沖縄県波照間の気候」（time-j.net online:hateruma)を参照した。
＊ 月別平均気温と月別平均降水量の統計期間は（（（（年（（（～（0（0年であり、本表では小数点以下は四捨五入し

た。特記事項・主な稲作作業はめやすである。
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シ
ク
ム
チ
マ
イ
、
ウ
フ
シ
ノ
ー
、
ウ
シ
ノ
ー
、
シ
ヌ
ク
、
ダ
ネ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
イ
ネ
の
特
徴
と
し
て
は
、
芒
が

よ
く
発
達
し（

（1
（

、
脱
粒
し
に
く
く
、
草
丈
が
高
く
、
晩
生
で
あ
っ
た
〔
盛
永
・
向
井　

一
九
六
九　

一
二
～
一
四
〕。
よ

く
発
達
し
た
芒
は
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
の
害
に
強
い
と
い
わ
れ
る
。
脱
粒
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
籾
が
こ
ぼ
れ
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
草
丈
が
高
い
こ
と
と
共
に
、
水
位
の
高
い
深
田
や
天
水
田
に
と
っ
て
は
の
ぞ
ま
し
い
性
質
と
い
え

よ
う
。
晩
生
は
栽
培
期
間
が
長
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
盛
永
俊
太
郎
は
、
自
身
が
収
集
し
た
沖
縄
在
来
水
稲
一
九
品
種
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
波
照
間

在
来
」
と
い
う
品
種
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
芒
で
あ
り
、
実
験
結
果
に
よ
る
と
「
フ
ェ
ノ
ー
ル
反
応
＋
」（
イ
ン
デ
ィ
カ

を
意
味
す
る
）
で
あ
っ
た（

（1
（

〔
盛
永
・
向
井　

一
九
六
九　

一
五
〕。

沖
縄
県
立
農
事
試
験
場
に
よ
る
と
八
重
山
地
方
の
在
来
水
稲
品
種
（
以
下
、
在
来
イ
ネ
と
記
す
）
は
六
種
類
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
栽
培
さ
れ
た
在
来
イ
ネ
の
品
種
数
は
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
。『
石
垣
市
史　

各
論
編　

民
俗
上
』

に
は
、
石
垣
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
粳
に
は
、
ア
カ
ウ
シ
ィ
ノ
ー
、
ア
カ
ブ
ザ
マ
イ
、
イ
シ
ヌ
グ
マ
イ
、

イ
ネ
ー
マ
イ
、
ウ
シ
ィ
ノ
ー
、
シ
ィ
ソ
ー
マ
イ
、
シ
ヌ
ク
マ
イ
、
ダ
ネ
ー
マ
イ
、
ナ
グ
ア
カ
ー
、
ナ
グ
ア
カ
フ
マ
イ
、

ハ
ニ
ジ
ク
ル
ー
、
ピ
ィ
ニ
ジ
ィ
マ
イ
、
ピ
デ
ィ
リ
ィ
ウ
シ
ィ
ノ
ー
、
フ
ー
ス
ク
、
ム
チ
ィ
ウ
シ
ィ
ノ
ー
な
ど
が
あ
り
、

糯
に
は
シ
ィ
シ
ィ
ム
チ
ィ
マ
イ
、
フ
ー
ス
ク
ム
チ
ィ
マ
イ
が
あ
っ
た
と
い
う
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会　

一
九
九
四　

四
六
三
〕。
農
林
技
手
で
あ
っ
た
石
垣
は
、
石
垣
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
と
し
て
一
四
品
種
を
挙
げ
、
そ
の

中
の
ハ
テ
ィ
ロ
ー
ン
ボ
ー
ジ
ヤ
ー
マ
イ
を
極
早
生
、
備
蓄
用
と
記
し
て
い
る
〔
石
垣　

一
九
九
二　

二
〇
〕。
渡
部
は
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与
那
国
島
在
来
イ
ネ
と
し
て
一
二
種
を
挙
げ
て
い
る
〔
渡
部　

一
九
八
四　

七
七
〕。
安
渓
は
、
八
重
山
地
方
で
栽
培

さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
品
種
名
を
四
七
種
報
告
し
て
い
る
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

四
四
～
四
五
〕。

八
重
山
の
在
来
イ
ネ
の
標
本
は
、
竹
富
島
の
歴
史
民
俗
資
料
館
で
あ
る
喜
宝
院
蒐
集
館
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
写

真
（
参
照
）。「
八
重
山
の
在
来
米
七
種
」
と
題
さ
れ
、
イ
ネ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
写
真
で
は
イ
ネ

の
情
報
が
伝
え
に
く
い
の
で
、
写
真
を
も
と
に
図
を
製
作
し
、
左
か
ら
（
～
（
の
番
号
を
付
け
た
（
図
（
参
照
）。
標

本
に
記
さ
れ
て
い
た
イ
ネ
の
名
称
は
、
（
．
ウ
シ
ノ
ー
、
（
．
羽
地
黒
穂
・
ハ
ナ
ジ
ク
ル
ー
、
（
．
名
護
穂
赤
、
（
．

ピ
ジ
ル
マ
イ
・
ピ
デ
ィ
ル
、
（
．
シ
ス
ム
チ
マ
イ
・
ム
チ
マ
イ
、
（
．
ア
ハ
ガ
ラ
シ
・
ガ
ラ
シ
マ
イ
、
（
．
ダ
ネ
マ
・

ダ
ネ
ー
マ
イ
で
あ
る
（
後
述
す
る
が
、
（
～
（
は
波
照
間
島
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
）。
ど
の
イ
ネ
も
長
い
芒
を
持
ち
、

籾
に
毛
が
生
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
（
．
シ
ス
ム
チ
マ
イ
・
ム
チ
マ
イ
は
他
の
イ
ネ
と
比
べ
て
比
較
的
芒
が
短

い
。ま

た
、
（
．
ウ
シ
ノ
ー
、
（
．
ピ
ジ
ル
マ
イ
・
ピ
デ
ィ
ル
、
（
．
ア
ハ
ガ
ラ
シ
・
ガ
ラ
シ
マ
イ
、
（
．
ダ
ネ
マ
・
ダ

ネ
ー
マ
イ
の
籾
は
赤
み
が
濃
い
。
最
も
穂
が
長
い
の
は
、
（
．
ダ
ネ
マ
・
ダ
ネ
ー
マ
イ
で
あ
る
。
わ
ず
か
七
種
類
の
標

本
か
ら
も
八
重
山
の
在
来
イ
ネ
の
多
様
性
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
（
．
羽
地
黒
穂
・
ハ
ナ
ジ
ク
ル
ー
、
（
．
名
護
穂

赤
は
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
大
正
末
期
以
降
に
沖
縄
本
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
が
、
八
重
山
地
方
の

人
々
は
八
重
山
の
在
来
イ
ネ
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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写真2　喜宝院標本「八重山の在来米七種」

図1　喜宝院標本「八重山の在来米七種」
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（
二
）
波
照
間
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
種
類

波
照
間
島
で
は
、
在
来
イ
ネ
に
は
早
生
か
ら
晩
生
ま
で
あ
り
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
を
除
い
て
ヒ
ゲ
の
あ
る
ピ
ー
メ
（「
髭

イ
ネ
」、
長
い
芒
を
持
つ
イ
ネ
の
こ
と
）
だ
っ
た
と
い
う
。

中
鉢
は
、
イ
ネ
の
在
来
品
種
と
し
て
、
赤
・
白
の
モ
チ
種
（
ア
ガ
ム
ス
メ
ー
・
ス
ス
ム
ス
メ
ー
）、
ウ
ス
ノ
ー
、
ピ

ジ
ュ
ル
、
ユ
ノ
ー
マ
イ
、
ボ
ー
ザ
マ
イ
、
名
護
穂
赤
を
挙
げ
て
い
る
〔
中
鉢　

一
九
九
四　

五
〕。
安
渓
は
、
波
照
間

島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
と
し
て
、
ア
ハ
ガ
ラ
シ
、
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
、
ボ
ー
ジ
ャ
ー
マ
イ
、
ハ
ニ
ジ
ク
ル
ー

（
羽
地
黒
）、
シ
ス
ム
チ
マ
イ
、
ウ
シ
ノ
ー
を
挙
げ
て
い
る
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

四
四
～
四
五
〕。
ボ
ー
ジ
ャ
ー

マ
イ
は
無
芒
な
の
で
坊
主
と
呼
ば
れ
た
〔
安
渓　

二
〇
〇
七　

三
八
〕。
盛
口
は
、
栽
培
さ
れ
て
い
た
イ
ネ
の
種
類
は

一
〇
種
類
く
ら
い
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
報
告
し
て
い
る
品
種
名
は
ナ
ゴ
ア
カ
（
名
護
赤
）、
シ
ロ
ム
チ
、
ア
カ

ム
チ
、
ガ
ラ
ス
マ
イ
（
烏
米
）、
ウ
ス
ノ
ー
、
ボ
ー
ザ
ー
マ
イ
で
あ
る
〔
安
渓
・
盛
口
編　

二
〇
一
〇　

四
六
〕。
ナ
ゴ

ア
カ
（
名
護
赤
）
は
名
護
穂
赤
の
事
で
あ
る
。

筆
者
は
、
ボ
ー
ザ
マ
イ
、
ヤ
マ
ト
マ
イ
（
ヤ
マ
ト
メ
ー
）、
シ
ツ
マ
イ
（
ス
ツ
メ
ー
）、
ピ
ジ
ル
メ
ー
を
報
告
し
て
い

る
〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
三
〕。
田
を
一
町
歩
以
上
持
ち
、
日
常
主
に
コ
メ
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
故
勝
連
文

雄
氏
か
ら
の
聞
取
り
で
あ
る
。
氏
に
よ
る
と
、
ボ
ー
ザ
マ
イ
は
早
生
で
パ
サ
パ
サ
し
て
不
味
く
、
草
丈
も
短
く
、
反
収

も
少
な
か
っ
た
が
、
同
島
で
は
重
宝
さ
れ
た
イ
ネ
だ
っ
た
と
い
う
。
ヤ
マ
ト
マ
イ
は
晩
生
で
あ
り
、
真
っ
白
で
、
モ
チ

メ
が
あ
り
（
粘
り
が
あ
る
の
意
味
）、
草
丈
は
高
く
一
二
〇
～
一
三
〇
セ
ン
チ
に
な
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
シ
ツ
マ
イ
は
白
い
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糯
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
マ
イ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
収
穫
ま
で
あ
る
程
度
の
日
数
が
か
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
筆
者
は

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
に
補
充
調
査
を
行
い
、
故
阿
利
盛
八
氏
（
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
生
ま
れ
）・
静
氏
（
昭

和
十
（
一
九
三
五
）
年
生
ま
れ
）
夫
妻
か
ら
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
、
ス
ツ
ム
チ
メ
ー
、
ア
ガ
ム
ッ
ス
メ
ー
、
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー

の
品
種
名
を
お
聞
き
し
た
。
ア
ガ
ム
ッ
ス
メ
ー
は
ア
カ
ム
チ
の
こ
と
で
あ
り
、
多
少
赤
み
が
あ
る
糯
で
あ
っ
た
と
い

う
。
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
は
栽
培
期
間
が
長
か
っ
た
と
い
う
の
で
、
晩
生
で
あ
ろ
う
。
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
は
「
ヤ
マ
ル
メ
ー
」

と
も
聞
こ
え
た
の
で
、
故
勝
連
文
雄
氏
に
お
聞
き
し
た
ヤ
マ
ト
メ
ー
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
、

故
島
村
修
氏
に
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
氏
も
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。
穂
は
黒
か
っ
た
が
中
身
の

白
い
コ
メ
だ
っ
た
と
い
う
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ヤ
マ
ト
メ
ー
、
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
の
両
品
種
を
報
告
し
て
お
く
。

中
鉢
・
安
渓
・
盛
口
・
筆
者
の
報
告
を
も
と
に
、
表
（
「
波
照
間
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
」
を
作
成
し

た（
（1
（

。
在
来
イ
ネ
の
品
種
は
同
島
へ
の
導
入
時
期
別
に
わ
け
た
。
A
は
明
治
以
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

品
種
、B
は
明
治
以
降
に
導
入
さ
れ
た
品
種
、C
は
導
入
時
期
が
不
明
の
品
種
で
あ
る
。
名
称
は
報
告
者
や
話
者
に
よ
っ

て
多
少
異
な
る
の
で
、
本
稿
の
統
一
名
称
を
記
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
来
イ
ネ
の
糯も

ち
う
る
ち
せ
い

粳
性
（
糯
と
粳
の
別
）、

お
よ
び
早そ

う

晩ば
ん

性せ
い

を
付
し
た（

（1
（

。

A
グ
ル
ー
プ
は
①
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
・
②
ウ
シ
ノ
ー
・
③
ガ
ラ
ス
メ
ー
・
④
ス
ツ
メ
ー
・
⑤
ピ
ジ
ル
メ
ー
で
あ
る
。

B
グ
ル
ー
プ
は
、
⑥
ボ
ー
ザ
メ
ー
・
⑦
ア
カ
ム
チ
・
⑧
名
護
穂
赤
・
⑨
羽
地
黒
・
⑩
ユ
ノ
ー
メ
ー
で
あ
る
。
同
島
に

お
け
る
⑥
ボ
ー
ザ
メ
ー
の
栽
培
は
、
明
治
初
期
に
石
垣
島
の
新
川
の
人
が
台
湾
へ
漂
着
し
た
お
り
に
、
台
湾
の
コ
メ
を
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持
ち
帰
り
、
こ
れ
を
波
照
間
島
北
村
の
東あ

が
た田

家
の
人
が
貰
い
う
け
て
作
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

九
三
〕。
⑦
ア
カ
ム
チ
・
⑧
名
護
穂
赤
・
⑨
羽
地
黒
は
、
沖
縄
本
島
か
ら
大
正
末
期
以
降
に
八
重
山
地
方

に
導
入
さ
れ
た
品
種
で
あ
る
と
い
う
〔
渡
部　

一
九
八
四　

七
八
〕。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
発
行
の
『
水
稲
作

の
改
良
』
に
よ
る
と
、
本
県
産
二
三
種
の
う
ち
、
累
年
平
均
反
当
玄
米
収
穫
の
最
も
多
い
も
の
は
名
護
穂
赤
、
次
が
羽

地
黒
で
あ
っ
た
と
い
う
〔
沖
縄
県
立
農
事
試
験
場
編　

一
九
二
二　

三
〕（

（1
（

。
⑩
ユ
ノ
ー
メ
ー
は
八
重
山
一
般
に
は
ユ

ノ
ー
ン
ム
チ
マ
イ
（
与
那
国
糯
米
）
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
〔
渡
部　

一
九
八
四　

七
九
〕、
中
鉢
に
よ
る
と

波
照
間
島
に
は
「
近
代
」
に
入
っ
て
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
〔
中
鉢　

一
九
九
四　

五
〕。

同
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
糯
粳
性
に
つ
い
て
は
、
④
ス
ツ
メ
ー
・
⑦
ア
カ
ム
チ
・
⑩
ユ
ノ
ー
マ
イ
は

糯
で
あ
る
。
⑪
ヤ
マ
ト
メ
ー
は
モ
チ
メ
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
糯
か
粳
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
粳
と
考
え
ら

れ
る
。
早
晩
性
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
調
査
と
農
学
の
論
考
か
ら
以
下
の
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。
②
ウ
シ
ノ
ー
・
⑪
ヤ
マ

ト
メ
ー
・
⑫
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
は
晩
生
、
④
ス
ツ
メ
ー
・
⑧
名
護
穂
赤
・
⑨
羽
地
黒
は
中
生
、
⑤
ピ
ジ
ル
メ
ー
は
早
生
、

⑥
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
極
早
生
で
あ
る
。
⑦
ア
カ
ム
チ
は
中
生
、
あ
る
い
は
早
生
で
あ
る
。
早
晩
性
は
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
も
変
わ
る
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
る
。
①
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
・
③
ガ
ラ
ス
メ
ー
・
⑩
ユ
ノ
ー

メ
ー
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
早
晩
性
に
関
す
る
資
料
が
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

在
来
イ
ネ
は
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。
④
ス
ツ
メ
ー
と
⑦
ア
カ
ム
チ
は
ハ
レ
の
日
（
主
に
祝
い

事
や
葬
式
・
法
事
）
の
餅
作
り
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
⑥
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
酒
造
り
に
も
使
用
さ
れ
た
。
ボ
ー
ザ
メ
ー
が
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表2　波照間島で栽培されていた在来イネ
分類 本稿の統一名称 本稿で報告された別称 糯粳性 早晩性

A ①    アハウシノー アカウシィノー 粳 ―

②    ウシノー ウシィノー、ウスノー、
牛種米

粳 晩生

③    ガラスメー アハガラシ、ガラシマ
イ、ガラスマイ、烏米

粳 ―

④    スツメー シィシィムチィマイ、
シスムチマイ、ムチマ
イ、シロムチ、シツマ
イ、スツムチメー、ス
スムスメー

糯 中生

⑤    ピジルメー ピジルマイ、ピディル、
ピジル、ビジュル

粳 早生

B ⑥    ボーザメー 波 照 間 在 来、 ハ テ ィ
ローンボージヤーマイ、
ボージャーマイ、ボー
ザーマイ、ボーザマイ、
波照間坊主

粳 極早生

⑦    アカムチ ア ガ ム ス メ ー ・ ア ガ
ムッスメー

糯 中生、又
は早生

⑧    名護穂赤 ナグアカー、ナゴアカ、
名護赤

粳 中生

⑨    羽地黒 羽 地 黒 穂、 ハ ナ ジ ク
ルー、ハニジクルー

粳 中生

⑩    ユノーメー ユノーンムチマイ、与
那国糯米

糯 ―

C ⑪    ヤマトメー ヤマトマイ 粳か糯 晩生

⑫    ヤンバルメー 粳 晩生
 A ：明治以前から栽培されていたと考えられる品種。
 B ：明治以降、波照間島に導入されたと考えられる品種。
 C ：導入時期が不明の品種。
―は管見のかぎり早晩性の資料がみつからない。
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酒
造
り
に
適
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
不
味
い
コ
メ
で
酒
を
造
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
モ
チ
メ
の
な
い
コ
メ
は
モ
チ

メ
の
あ
る
コ
メ
と
混
ぜ
て
食
し
た
よ
う
で
あ
る
。
⑧
名
護
穂
赤
と
⑨
羽
地
黒
は
反
収
を
上
げ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
①
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
・
③
ガ
ラ
ス
メ
ー
は
西
表
島
祖
納
で
は
極
美
味
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
と
安
渓
は
い
う

〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

四
六
〕。

四
　
波
照
間
島
の
在
来
イ
ネ
の
栽
培
技
術

（
一
） 

多
様
な
イ
ネ
の
品
種
の
導
入
と
定
着

安
渓
に
よ
る
と
、
八
重
山
の
各
島
々
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
品
種
数
は
、〈
高
い
島
〉
で
は
石
垣
島

（
二
二
）、
西
表
島
西
部
（
二
二
）、
西
表
島
古
見
（
一
二
）、
小
浜
島
（
一
四
）、
与
那
国
島
（
一
〇
）
で
あ
り
、〈
低
い

島
〉
で
は
、
竹
富
島
（
一
七
）、
新
城
島
（
八
）（

1（
（

、
鳩
間
島
（
一
三
）、
波
照
間
島
（
六
）
で
あ
る
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

四
四
～
四
五
〕。
鳩
間
島
、
新
城
島
、
竹
富
島
は
西
表
島
に
〈
通
耕
作
〉
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
数
字
は

西
表
島
で
栽
培
し
て
い
た
品
種
数
と
考
え
ら
れ
る
。　

西
表
島
と
石
垣
島
は
、
山
と
川
を
有
す
る
起
伏
に
富
ん
だ
島
で
あ
り
、
水
田
立
地
も
多
様
で
あ
る
。
特
に
西
表
島
西

部
は
自
然
環
境
も
変
化
に
富
み
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
も
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
で
は
栽
培
さ
れ
る
イ
ネ
も
適

材
適
所
で
あ
り
、
多
様
な
イ
ネ
が
必
要
と
さ
れ
る
。
西
表
島
に
〈
通
耕
作
〉
し
て
い
た
島
々
の
栽
培
品
種
数
が
一
〇
種

を
超
え
る
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
る
。
波
照
間
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
品
種
は
一
二
種
と
考
え
ら
れ
、
他
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島
と
比
べ
れ
ば
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
同
島
の
田
が
天
水
田
と
ご
く
わ
ず
か
の
湿
田
で
あ
り（

11
（

、
田
の
立
地
が

比
較
的
単
純
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
栽
培
さ
れ
て
い
た
イ
ネ
の
品
種
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
む
し
ろ
多
種
栽

培
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
栽
培
種
の
導
入
と
定
着
は
、
同
島
の
栽
培
技
術
の
一
環
で
あ
る
。

特
に
ボ
ー
ザ
メ
ー
の
導
入
と
定
着
は
注
目
に
値
す
る
。
中
鉢
は
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
に
は
耐
干
性
が
あ
り
、「
干
ば
つ
の

年
に
は
強
く
、
収
穫
前
、
田
に
水
が
な
く
な
っ
て
も
、
し
っ
か
り
熟
実
し
た
」
と
い
う
〔
中
鉢　

一
九
四
四　

五
〕。

安
渓
は
、「
天
水
田
ば
か
り
で
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
波
照
間
島
で
は
、
早
生
の
品
種
が
切
実
に
求
め
ら
れ
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
害
も
な
か
っ
た
か
ら
、
き
わ
め
て
不
味
で
低
収
穫
と
い
う
点
を
克
服
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い

う
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

五
〇
〕。

し
か
し
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
が
必
ず
し
も
最
初
か
ら
八
重
山
地
方
、
お
よ
び
波
照
間
島
の
農
業
環
境
に
適
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
導
入
当
初
は
田
植
え
後
約
五
〇
日
と
い
う
短
い
生
育
期
間
だ
っ
た
が
、
生
育
期
間
は
し
だ

い
に
延
び
、
六
〇
日
余
に
な
っ
た
と
い
う
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

九
三
〕。
イ
ン
デ
ィ
カ
で
あ
る
ボ
ー
ザ
メ
ー
が
、

同
地
方
の
育
苗
植
付
期
の
低
気
温
に
最
初
か
ら
適
応
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
天
水
田
は
水
位
が
高
い

が
、
草
丈
の
低
い
ボ
ー
ザ
メ
ー
を
ど
の
よ
う
に
栽
培
し
た
の
だ
ろ
う
。
安
渓
は
、
西
表
島
で
も
そ
の
短
い
生
育
期
間
を

活
か
し
て
二
期
作
し
よ
う
と
何
度
か
試
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
収
穫
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

五
〇
〕。
し
か
し
、
波
照
間
島
の
人
々
は
ボ
ー
ザ
メ
ー
を
定
着
さ
せ
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
ハ
テ
ル
マ
ボ
ー
ザ
ー
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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（
二
）
イ
ネ
の
早
晩
性
を
利
用
し
た
多
種
栽
培

波
照
間
島
で
は
イ
ネ
の
早
晩
性
の
特
性
を
利
用
し
た
栽
培
技
術
が
発
達
し
て
い
た
。
晩
生
の
ヤ
マ
ト
メ
ー
は
収
穫
ま

で
一
二
〇
日
か
か
っ
た
が
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
六
〇
日
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
二

～
一
八
三
〕。
田
植
え
後
の
日
数
で
あ
ろ
う
。
雨
が
順
調
な
ら
、
一
月
に
晩
生
の
ウ
シ
ノ
ー
・
ヤ
マ
ト
メ
ー
・
ヤ
ン
バ

ル
メ
ー
の
田
植
え
を
し
、
次
に
中
生
の
ス
ツ
メ
ー
・
名
護
穂
赤
・
羽
地
黒
を
植
え
、
次
に
早
生
の
ピ
ジ
ル
メ
ー
、
そ

し
て
最
後
は
極
早
生
の
ボ
ー
ザ
メ
ー
を
植
え
た
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。
そ
の
間
に
は
、
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
・
ガ
ラ
ス
メ
ー
・
ユ

ノ
ー
メ
ー
も
植
え
ら
れ
た
。
な
お
、
中
鉢
に
よ
る
と
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
生
育
期
間
が
短
い
の
で
年
に
二
度
蒔
い
て
も
収

穫
で
き
た
と
い
う
〔
中
鉢　

一
九
九
四　

五
〕。
そ
し
て
、
台
風
の
季
節
の
始
ま
る
六
月
に
は
す
べ
て
の
刈
り
入
れ
を

終
え
た
。
こ
の
よ
う
な
栽
培
技
術
は
長
い
稲
作
期
間
を
有
効
に
使
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

一
般
的
に
多
種
栽
培
は
、
繁
忙
期
の
分
散
と
調
整
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
イ
ネ
栽
培
に
お
け
る
繁
忙
期
を
調

整
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
同
島
で
は
ア
ワ
の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
繁
忙
期
の
分
散
と
調
整
は
不
可
欠
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
同
島
の
多
種
栽
培
の
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
天
水
田
に
お
け
る
イ
ネ
栽
培
が
降
雨
の
時
期
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
降
雨
の
時
期
が
遅
い
と
、
梅
雨
前
、
あ
る
い
は
台
風
前
に
は
刈
り
入
れ

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
晩
生
は
作
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
中
生
か
ら
田
植
え
を
始
め
た
。
そ
れ
以
上
遅
れ
る

と
、
早
生
、
極
早
生
を
作
っ
た
。
故
勝
連
文
雄
氏
に
よ
る
と
、
雨
量
の
少
な
い
年
は
四
月
ま
で
植
え
た
が
、
そ
の
場
合

は
ボ
ー
ザ
メ
ー
を
植
え
た
と
い
う
〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
三
〕。
イ
ネ
の
早
晩
性
を
利
用
し
た
天
候
不
順
に
対
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処
す
る
栽
培
技
術
で
あ
る
。
同
島
が
天
水
田
で
あ
る
が
ゆ
え
に
発
達
し
た
栽
培
技
術
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
多
種
栽
培
は
実
は
ア
ワ
の
栽
培
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
勝
連
家
で
は
、
畑
の
種
類
に
よ
っ
て
ア

ワ
を
作
り
分
け
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
雨
の
時
期
と
雨
量
に
よ
っ
て
も
作
り
分
け
て
い
た
。〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
六
〕。
イ
ネ
の
多
種
栽
培
も
ア
ワ
の
多
種
栽
培
の
技
術
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
在
来
イ
ネ
の
栽
培
技
術
と
天
水
田
の
消
滅

す
で
に
述
べ
た
が
、
沖
縄
県
で
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
「
蓬
萊
米
」
が
導
入
さ
れ
、「
蓬
萊
米
」
の
中
で
も

台
中
六
五
号
が
普
及
す
る
と
、
在
来
イ
ネ
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
。『
町
史　

波
照
間
島
』
に
は
、
昭
和
初
期
に
は
台

中
六
五
号
が
導
入
さ
れ
、
収
量
が
格
段
に
良
く
な
っ
た
と
あ
る
〔
大
泊　

二
〇
一
八　

五
〇
三
〕。
故
勝
連
文
雄
氏
は
、

「
私
な
ん
か
は
あ
れ
が
き
て
か
ら
別
の
も
の
は
も
う
作
ら
ん
か
っ
た
」
と
い
う（

11
（

〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
三
〕。

故
前
野
幸
助
氏
（
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、「
蓬
莱
米
」
は
「
戦
後
あ
た
り
に
作
っ
た
の
が

最
初
」
だ
と
い
う
。
氏
の
言
う
「
蓬
莱
米
」
が
台
中
六
五
号
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
戦
後
あ
た
り
（
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
で
あ
ろ
う
）
と
は
ず
い
ぶ
ん
遅
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
代
に
も
在
来
米
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
故
島
村
修
氏
は
、
同
島
の
小
学
校
の
教
師
時
代
（
昭
和
二
〇
年
代
は
じ
め
）
に
在

来
イ
ネ
の
標
本
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
筆
者
に
語
っ
た
。

八
重
山
地
方
で
は
「
蓬
萊
米
」
に
よ
っ
て
二
期
作
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
波
照
間
島
で
は
、
下
田
原
の
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湿
田
を
除
い
て
、
二
期
作
は
で
き
な
か
っ
た
。
天
水
田
は
停
滞
水
の
た
め
、
夏
に
な
る
と
田
の
水
が
高
温
に
な
っ
て
イ

ネ
が
栽
培
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
在
来
イ
ネ
よ
り
は
る
か
に
反
収
の
あ
っ
た
台
中
六
五
号
の
導
入
に
よ

り
、
一
部
を
残
し
て
在
来
イ
ネ
は
消
滅
し
た
。
引
き
続
き
栽
培
さ
れ
た
の
は
、
ボ
ー
ザ
メ
ー
、
ス
ツ
メ
ー
、
ア
カ
ム
チ

で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ザ
メ
ー
は
種
を
切
ら
さ
な
い
た
め
（
ど
ん
な
に
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
）〔
古
谷
野　

二
〇
一
〇　

一
八
三
〕、
ス
ツ
メ
ー
と
ア
カ
ム
チ
は
餅
を
作
る
た
め
で
あ
り
、
両
品
種
は
行
事
に
は
欠
か
せ
な
か
っ
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
一
部
の
在
来
イ
ネ
は
残
っ
た
が
、
在
来
イ
ネ
時
代
の
栽
培
技
術
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
と
い
え
よ

う
。琉

球
政
府
は
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
糖
業
振
興
法
を
制
定
し
た
。
以
後
沖
縄
県
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が

県
の
主
幹
産
業
と
な
る
。
波
照
間
島
で
は
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
に
波
照
間
製
糖
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
島
の
主
幹
産
業
と
な
っ
た
。
ア
ワ
の
栽
培
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
代
わ
り（

11
（

、
天
水
田
も
切
り
崩
さ

れ
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
と
な
っ
た（

11
（

。

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
度
の
『
竹
富
町
勢
要
覧
』
に
は
、
波
照
間
島
に
は
水
田
は
「
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い

る
〔
宮
良　

一
九
七
二　

四
二
〕。
人
々
は
、
製
糖
業
従
事
に
よ
っ
て
得
た
現
金
収
入
な
ど
で
、
石
垣
島
で
販
売
さ
れ

て
い
た
サ
イ
マ
イ
（
細
長
い
南
方
の
コ
メ
だ
っ
た
と
い
う
）
を
共
同
購
入
し
て
食
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
内

地
米
を
購
入
し
て
い
る
。
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ま
と
め
と
し
て

沖
縄
県
八
重
山
地
方
の
稲
作
研
究
は
、
主
に
、
稲
作
に
適
す
る
〈
高
い
島
〉
を
扱
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
稲
作
に
適
さ
な
い
と
い
わ
れ
る
〈
低
い
島
〉
で
も
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
八
重
山
地
方
に
お
け
る

〈
低
い
島
〉
の
稲
作
文
化
に
つ
い
て
述
べ
た
。

波
照
間
島
は
八
重
山
地
方
の
〈
低
い
島
〉
の
中
で
唯
一
、
島
内
で
稲
作
を
行
っ
て
い
た
島
で
あ
る
。
同
島
の
稲
作
は

天
水
田
に
よ
る
稲
作
で
あ
っ
た
。
降
雨
に
た
よ
る
稲
作
の
た
め
、
数
年
に
一
度
は
豊
作
に
な
っ
た
が
、
旱
魃
の
年
の
収

穫
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
。
天
水
田
の
栽
培
技
術
と
し
て
は
、
従
来
は
踏
耕
に
関
す
る
報
告
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、「
蓬
萊
米
」
普
及
以
前
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
の
品
種
と
そ
の
栽
培
方
法
か
ら
、

天
水
田
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
述
べ
た
。

波
照
間
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
イ
ネ
は
、
粳
は
ア
ハ
ウ
シ
ノ
ー
・
ウ
シ
ノ
ー
・
ガ
ラ
ス
メ
ー
・
ピ
ジ
ル

メ
ー
・
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
・
ボ
ー
ザ
メ
ー
・
名
護
穂
赤
・
羽
地
黒
、
糯
は
ス
ツ
メ
ー
・
ア
カ
ム
チ
・
ユ
ノ
ー
メ
ー
で

あ
っ
た
。
ヤ
マ
ト
メ
ー
は
モ
チ
メ
が
あ
っ
た
と
い
う
が
粳
か
糯
か
は
不
明
で
あ
る
。

イ
ネ
の
作
期
も
晩
生
か
ら
極
早
生
ま
で
多
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
在
来
イ
ネ
は
同
島
の
農
業
環
境
に
合
い
、
生
活

の
中
で
必
要
と
さ
れ
た
イ
ネ
の
特
徴
を
備
え
て
い
た
。
同
島
の
田
の
立
地
が
比
較
的
単
純
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
多
種
栽
培
と
い
え
よ
う
。
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同
島
の
在
来
イ
ネ
の
栽
培
技
術
と
し
て
は
以
下
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
多
様
な
栽
培
品
種
の
導
入
と
定
着

で
あ
る
。
特
に
イ
ン
デ
ィ
カ
の
ボ
ー
ザ
メ
ー
の
定
着
に
よ
っ
て
、
旱
魃
で
も
収
穫
皆
無
と
い
う
事
態
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
、
イ
ネ
の
早
晩
性
を
利
用
し
た
多
種
栽
培
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
種
栽
培
は
、
同
島

の
長
い
稲
作
期
間
を
有
効
に
使
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
繁
忙
期
の
分
散
と
調
整
に
役
立
つ
と
共
に
、
降
雨
の
時
期
の
遅

れ
や
少
雨
の
よ
う
な
天
候
不
順
、
ま
た
旱
魃
に
対
し
て
も
異
な
る
作
期
の
イ
ネ
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
同
島
の
在
来
イ
ネ
の
栽
培
技
術
を
み
て
き
た
が
、
踏
耕
と
い
う
耕
作
方
法
だ
け
が
、
天
水
田
の
栽
培
技
術

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
述
べ
た
在
来
イ
ネ
の
栽
培
方
法
も
天
水
田
に
お
け
る
栽
培
技
術
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
島
の
在
来
イ
ネ
の
多
く
は
、「
蓬
萊
米
」
の
台
中
六
五
号
の
普
及
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
そ
の
栽
培
技
術

も
消
え
た
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
が
同
島
の
主
幹
産
業
と
な
る
と
、
天
水
田
は
切
り
崩
さ
れ
、

同
島
の
稲
作
は
終
え
ん
し
た
。

【
付
記
】

本
文
中
に
お
名
前
を
挙
げ
た
方
々
の
み
な
ら
ず
、
波
照
間
島
の
農
業
に
つ
い
て
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
在
来
イ
ネ
の
標
本
の
写
真
の
使
用
と
図
の
製
作
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
喜
宝
院
蒐
集
館
、
お
よ
び
波
照

間
島
の
高
倉
の
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
酒
井
卯
作
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
イ
ネ
に
関
し
て
は
樽
本
勲
氏
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（
農
学
博
士
）
の
ご
助
言
を
受
け
ま
し
た
。
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
稿
を
執
筆
す
る

に
あ
た
っ
て
ご
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
在
来
イ
ネ
の
図
は
古
谷
野
洋
平
が
製
作
し
ま

し
た
。

【
注
】

（
（
） 〈
高
い
島
〉
と
〈
低
い
島
〉
に
つ
い
て
は
小
林
茂
を
参
照
し
た
〔
小
林　

二
〇
〇
三　

五
～
六
・
一
四
〇
～
一
四
九
〕。

（
（
） 

通
耕
作
は
必
ず
し
も
稲
作
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
稲
作
に
関
し
て
の
み
扱
う
。

（
（
） 

石
西
礁
湖
（
石
垣
島
と
西
表
島
の
間
に
広
が
る
海
域
）
の
外
に
位
置
す
る
た
め
、〈
通
耕
作
〉
は
危
険
す
ぎ
て
行
え
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
古
谷
野　

二
〇
二
一　

七
三
～
七
四
〕。

（
（
） 『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
、
一
四
七
七
年
に
与
那
国
島
に
漂
着
し
、
島
々
を
経
由
し
て
首
里
ま
で
送
ら
れ
、
最
終
的
に
帰
国
し

た
朝
鮮
人
漂
流
民
の
記
録
が
あ
る
。

（
（
） 

人
頭
税
と
は
琉
球
国
時
代
か
ら
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
ま
で
、
宮
古
・
八
重
山
地
方
お
よ
び
久
米
島
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
た
税
制
で
あ
る
。
宮
古
・
八
重
山
地
方
で
は
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
男
女
に
課
さ
れ
、
コ
メ
や
雑
穀
、
布
で
納
め
ら
れ

た
。
仲
本
信
幸
に
よ
る
と
、
明
治
期
の
波
照
間
島
で
は
、
二
〇
歳
の
男
性
の
年
貢
米
は
二
石
四
斗
（
約
三
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

で
あ
っ
た
と
い
う
〔
仲
本
著
・
本
田
編　

二
〇
〇
四　

三
九
〕。
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（
6
） 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
閲
覧　

https://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I000000924754-00

（2023.07.01

）

（
（
） 

崎
山
直
は
、
竹
富
、
黒
島
、
新
城
と
い
っ
た
島
々
に
も
水
田
面
積
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
表
島
あ
た
り
へ
の
通
耕
を

意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
〔
崎
山　

一
九
七
五　

一
二
七
〕。

（
（
） 「
蓬
萊
米
」
と
は
台
湾
で
生
産
さ
れ
た
米
の
銘
柄
通
称
で
あ
る
。
台
湾
各
地
の
農
業
試
験
場
で
は
台
湾
在
来
種
（
イ
ン
デ
ィ
カ
）

と
内
地
米
の
交
雑
育
種
、
ま
た
内
地
米
相
互
の
交
雑
育
種
に
よ
っ
て
、
亜
熱
帯
用
品
種
の
育
成
が
企
て
ら
れ
、
多
く
の
優
良
品

種
が
育
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
品
種
は
市
場
で
は
「
蓬
萊
米
」
と
通
称
さ
れ
続
け
た
。
や
が
て
、「
蓬
萊
米
」
の
一
群
の
中
で

台
中
六
五
号
の
み
が
、
沖
縄
全
土
の
代
表
的
品
種
と
し
て
長
く
栽
培
さ
れ
続
け
た
〔
渡
部　

一
九
八
四　

七
〇
～
七
一
〕。

（
（
） 

与
那
国
島
に
も
天
水
田
は
あ
っ
た
。
松
山
利
夫
は
、
同
島
の
天
水
田
に
お
け
る
踏
耕
の
一
連
の
作
業
を
報
告
し
て
い
る
〔
松
山　

一
九
八
四　

二
七
七
〕。

（
（0
） 

踏
耕
と
い
う
耕
作
方
法
は
、
必
ず
し
も
天
水
田
の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
石
垣
は
「
田
は
牛
馬
に
踏
ま
せ
て
水

持
ち
を
良
く
し
た
ら
米
は
上
作
と
な
る
」
と
い
う
諺
が
あ
る
と
述
べ
、
田
の
底
の
保
水
力
も
高
ま
り
イ
ネ
の
成
長
に
も
良
い
と

い
う
。
そ
し
て
、
乾
田
で
も
、
開
田
や
荒
田
の
手
入
れ
で
も
、
タ
ー
フ
ミ
（
田
踏
み
）
が
行
わ
れ
た
と
い
う
〔
石
垣　

一
九
九
二　

一
七
〕。

（
（（
） 

カ
ツ
オ
漁
は
同
島
の
伝
統
的
な
農
耕
暦
の
も
と
に
行
わ
れ
、
夏
の
カ
ツ
オ
漁
、
冬
の
農
業
と
い
う
半
農
半
漁
の
形
態
が
定
着
し

て
い
た
〔
古
谷
野　

二
〇
一
一　

一
八
八
〕。

（
（（
） 

沖
縄
県
に
勧
農
試
験
場
が
で
き
た
の
は
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
で
あ
り
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
に
県
立
農
事
試
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験
場
と
な
っ
た
〔
盛
永
・
向
井　

一
九
六
九　

一
二
〕。

（
（（
） 
宮
古
地
方
で
は
稲
作
に
適
す
る
土
地
は
少
な
く
、
ア
ワ
作
が
主
で
あ
る
。

（
（（
） 
芒
と
は
イ
ネ
や
ム
ギ
の
穂
の
先
端
に
出
る
突
起
状
（
ヒ
ゲ
状
）
の
も
の
。

（
（（
） 

イ
ネ
の
分
類
上
利
用
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
。
籾
を
フ
ェ
ノ
ー
ル
水
溶
液
に
浸
け
て
お
き
着
色
の
有
無
を
調
べ
る
。
着
色
す
る
と

＋
、
し
な
い
と
－
で
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
カ
は
＋
に
反
応
す
る
。
安
渓
は
ボ
ー
ザ
メ
ー
以
外
に
も
、
ピ
ジ
ル
、
ウ
シ
ノ
ー
、
ダ
ネ

マ
、
ア
ハ
ガ
ラ
シ
を
「
フ
ェ
ノ
ー
ル
反
応
＋
」
と
報
告
し
て
い
る
が
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

五
一
〕、
こ
の
よ
う
な
イ
ネ

の
形
質
に
関
し
て
は
本
論
の
趣
旨
か
ら
そ
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
の
言
及
は
し
な
い
。

（
（（
） 

安
渓
に
よ
る
と
、
西
表
島
古
見
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
在
来
米
と
し
て
ヤ
マ
ト
ゥ
マ
イ
（
粳
）
が
あ
っ
た
と
い
う
〔
安
渓
編
著　

二
〇
〇
七　

四
一
〕。

（
（（
） 

イ
ネ
の
品
種
名
は
同
島
の
話
者
に
従
い
、
同
島
の
話
者
の
挙
げ
て
い
な
い
品
種
に
つ
い
て
は
報
告
者
に
従
っ
た
。
基
本
的
に
は

カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
が
、
漢
字
名
が
定
着
し
て
い
る
も
の
は
そ
の
表
記
に
従
っ
た
。
マ
イ
は
同
島
の
コ
メ
の
一
般
的
な
呼
称

で
あ
る
メ
ー
に
統
一
し
た
。
だ
が
、
調
査
者
の
聞
き
違
い
の
可
能
性
も
あ
り
報
告
し
た
品
種
名
が
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な

い
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

（
（（
） 

水
稲
品
種
は
そ
の
栽
培
期
間
に
よ
っ
て
、
早
生
、
中
生
、
晩
生
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
性
は
早
晩
性
と
呼
ば

れ
る
。
永
松
土
巳
・
新
城
長
有
は
、
移
植
か
ら
出
穂
ま
で
の
日
数
が
、
七
九
日
以
下
は
早
生
、
八
〇
～
一
〇
〇
日
は
中
生
、
そ

れ
以
上
を
晩
性
と
し
て
い
る
〔
永
松
・
新
城　

一
九
六
〇　

一
五
三
〕。
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（
（（
） https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/965552/2?tocO

pened=1

（2023.07.01

）

（
（0
） 

ボ
ー
ザ
メ
ー
、
ヤ
マ
ト
メ
ー
、
ス
ツ
メ
ー
、
ヤ
ン
バ
ル
メ
ー
は
筆
者
の
調
査
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
県
立
農
事
試
験
場
の
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
の
報
告
で
は
、
ウ
シ
ノ
ー
は
晩
生
、
名
護
穂
赤
・
羽
地
黒
は
中
生
、
ア
カ
ム
チ
は
中
生
あ
る
い
は
早
生
で
あ

る
と
い
う
〔
盛
永
・
向
井　

一
九
六
九　

一
二
～
一
三
〕。
岡
三
徳
た
ち
の
実
験
に
よ
る
と
、
ピ
ジ
ル
メ
ー
と
牛
種
米
（
ウ
シ

ノ
ー
）
は
早
生
で
あ
る
〔
岡
・
角
・
武
田　

一
九
八
七　

二
六
六
〕。
だ
が
、
ウ
シ
ノ
ー
に
つ
い
て
は
盛
永
・
向
井
に
従
い
晩

生
と
す
る
。

（
（（
） 

安
渓
は
新
城
上
地
島
と
新
城
下
地
島
を
一
括
し
て
い
る
。

（
（（
） 

下
田
原
に
わ
ず
か
の
湿
田
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
二
期
作
も
で
き
た
と
い
う
。

（
（（
） 

こ
の
よ
う
な
多
種
栽
培
で
は
、
イ
ネ
の
実
っ
た
田
の
そ
ば
で
田
植
え
を
し
て
い
る
風
景
も
見
ら
れ
た
。
前
掲
の
明
治
四
十
四

（
一
九
一
一
）
年
の
「
琉
球
新
報
」
の
記
事
「
波
照
間
事
情
」
に
は
、「
尤も

っ
と

も
珍
し
い
の
は
現
に
収
穫
す
る
米
あ
り
と
思
ヘ
ば
一

方
に
植
付
を
な
す
も
の
も
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
町
史
編
集
室　

一
九
九
四　

四
〇
一
〕。

（
（（
） 

拙
稿
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、「
蓬
莱
米
（
六
一
〇
号
）」
と
記
し
て
い
る
が
、
渡
部
忠
世
（
一
九
八
四
）
を
参
照
す
る
と
六
一
〇

号
は
存
在
し
な
い
。
故
勝
連
文
雄
氏
の
聞
取
り
の
内
容
か
ら
も
、
筆
者
の
聞
き
違
い
で
六
五
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
） 

ム
ギ
は
味
噌
や
天
ぷ
ら
粉
を
作
る
た
め
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
栽
培
さ
れ
た
。

（
（（
） 

人
々
は
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
旱
魃
や
そ
の
後
の
天
候
不
順
を
き
っ
か
け
に
、「
コ
メ
作
り
に
見
切
り
を
つ
け
た
」

と
い
う
。
し
か
し
、
イ
ネ
栽
培
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
へ
の
変
換
に
は
、
行
政
の
指
導
や
波
照
間
製
糖
株
式
会
社
の
設
立
と
波
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照
間
製
糖
工
場
の
設
置
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
田
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
変
換
に
は
同
工
場

の
職
員
が
あ
た
っ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

安
渓
遊
地
編
著　

二
〇
〇
七
『
西
表
島
の
農
耕
文
化
―
海
上
の
道
の
発
見
―
』
法
政
大
学
出
版
局

石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
編　

一
九
九
二
『
石
垣
市
史
叢
書
三　

富
川
親
方
八
重
山
島
諸
村
公
事
帳
』
石
垣
市
発
行

石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
編　

一
九
九
三
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
」『
石
垣
市
史
叢
書
五　

翁
長
親
方
・
富
川
親

方
・
両
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
』
石
垣
市
発
行

石
垣
市
史
編
集
委
員
会
編　

一
九
九
四
『
石
垣
市
史　

各
論
編　

民
俗
上
』
石
垣
市
発
行

石
垣
稔　

一
九
九
二
『
八
重
山
在
来
米
栽
培
体
験
記
』
石
垣
稔

大
泊
孝　

二
〇
一
八
「
第
八
章
第
一
節　

農
業
と
製
糖
業
」
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
史　

第
七
巻　

波
照
間
島
』
竹

富
町
発
行

岡
三
徳
・
角
明
夫
・
武
田
友
四
郎　

一
九
八
七
「
水
稲
品
種
群
に
み
ら
れ
る
シ
ン
ク
量
と
シ
ン
ク
／
ソ
ー
ス
比
と
の
関
係
」『
日
本

作
物
學
會
紀
事
』
五
六
巻
二
号　

日
本
作
物
学
会　

沖
縄
県
立
農
事
試
験
場
編　

一
九
二
二
『
水
稲
作
の
改
良
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
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嘉
手
納
宗
徳
解
題
・
校
訂　

一
九
八
一
「
李
朝
実
録
抄
」
谷
川
健
一
他
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
二
七
巻　

三
国
交
流
誌
』

三
一
書
房

金
関
丈
夫　

一
九
七
八
『
琉
球
民
俗
誌
』
法
政
大
学
出
版
局

加
屋
本
正
一　

一
九
七
六
「
波
照
間
島
の
農
耕
と
儀
礼
」『
八
重
山
文
化
』
四
号　

東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会

国
書
刊
行
会
編　

一
九
七
八
「
琉
球
國
郷
帳
」『
続
々
群
書
類
従　

第
九
地
理
部
』
続
群
書
類
従
完
成
会

小
林
茂　

二
〇
〇
三
『
農
耕
・
景
観
・
災
害
―
琉
球
列
島
の
環
境
史
―
』
第
一
書
房

古
谷
野
洋
子　

二
〇
一
〇
「
波
照
間
島
の
農
耕
文
化
―
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
農
業
を
中
心
に
―
」『
比
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